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生 体 膜 の 相 転 移
東大 ･教養 伊豆山 健 夫
生体膜は生理学的準度d)あたりで相転移を起 し,高温側が液晶相,低温側がゲル相,と考え
られている｡実際の細胞膜では,この相転移は,かなり広い温度巾の中でじわじわと起る｡こ
の相転移の統計力学を確立するのは末だ難かしい｡細胞膜は,何種類もの脂質分子から成 りた
っているし,また,いろいろな蛋白分子が,はめ込まれているからである｡ それらは単なる
impuritiesとしてではなく, 生理現象における協力現象そのものに,何か重要な役割を果し
ているように思われるのである｡
このような難問題の準備として,構造が純粋で,かつ簡単な t合成された生体膜'の相転移
を調べる.この系は-種類の脂質分子の作る二重膜である.蛋白は殆どはめ込まれていない｡
この系では脂質分子の液晶-ゲル間相転移は,シャープである｡
この相転移は, 1次でありながら,臨界現象らしきものを見せる｡その理由は,実はこの相
転移がスピノーダル点に近 く,そのため凝臨界現象が見えているのだ,というのがこの話の主
張の一つである｡従って Ikegamiet.al,の超音波の音速異常のデータも,この視点から理解
できると思われる｡動的臨界現象は,こんな所にも現れる｡
この相転移は,脂質分子の炭化水素鎖の形状変化がひき起す協同現象が基調になっているも
のである｡この形状変化は, CH2同志が重なり合 うことができないことによる妨害効果を著
く受けている.また,形状変化は,主として,C-CボンドとCHボンドとが位置を入れ替わ
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